
日本人市民と外国人市民がお互いを「地域で共に生きる人」と認識し、さまざまな人が

まちづくりに参加する社会、「多文化共生社会」の土壌づくりを目指します。
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平成 29年 6月 22日 木曜日
13:30～ 16:00(開場 13:00)

場所:松戸市民劇場ホール

先着 300人

テーマ「多文化共生のまちづくり」

講 師 :山脇 啓 造 氏 (明治大学国際日本学部教授)

テーマ「多文化共生まちづくりの実践」
※会場に駐車場

第一部 :基 調 講 演

第二部 :パネルディスカッション
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【お問い合わせ】公益財団法人 松戸市国際交流協会 (MIEA)
千葉県松戸市小根本7-8  TEL:047-366-7310  HP: http://www.miea.or.jp
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まちづくリフォーラム
【日 時】

【会 場】
【定 員】
【参|カロ費】
【申込み】

平成 29年 6月 22日 木曜日
13:30～ 16:00(13
松戸市民劇場ホール

300名
無 料

不 要 (先着 300人 )

00開場 )

※会場に駐車場はございません
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山脇 啓造 氏 ―講師。ファシリテーター

明治大学国際日本学部教授。コロンビア大学国際関係
。公共政策大学院修了。専門は、移民政策・

多文化共生論。 2000年 頃から多文化共生社会の形成に向けた様々な政策提言を発表。総務省、
法務省、文部科学省、外務省、内閣府など関係府省や東京都、愛知県、宮城県など地方自治体の

外国人施策関連委員を歴任。

陶山 トゥーフォン氏 ―パネラー

まつど国際文化大使。 1974年 ベトナム出身。ホーチミンで外国語

大学と経済大学を卒業後、日本企業でODAの実行に携わり主にインフラ

整備事業に参加。2003年 、結婚を機に来日。松戸市の日本語教室で日本

語を勉強し、能力試験 NIに合格。まつど国際文化大使を約 10年務め、

学校を中心にベトナム文化を紹介している。 l男 1女の母。

神田 正昭 氏 ―パネラー

岩瀬 自治会役員。岩瀬自治会のモットーは「明るく楽しいみんなの

岩瀬」。お祭りやワインの会・麻雀・カラオケ等の活動を通 じて世代

間交流を深め、気軽なお付き合いを日常的に行うことで首都直下型

大震災のような非常時にお互いが自然と手を差 し伸べ合うことが

可能になると考えます。

スコット・エリン氏 ―パネラー

松戸市国際交流員。オース トラリア出身で松戸市役所初の国際

交流員。松戸市経済振興部文化観光国際課の一員として、市の国際

交流の活動に大きく関わっている。言語サポー トや文化慣習に関す

るアドバイスを行うほか、国際窓口となっている hternational Pottal

ウェプページとSNSを 担当。松戸市の姉妹都市ホワイ トホース市
から車で 10分ほどの所で育ちました。国際交流員としての主な目標

は、松戸市の魅力をできるだけ多くの人に伝える事です。

岩尾 いくよ 氏 ―パネラー
カ リフォルニアクラブ代表。カリフォルニアクラブは、日本在

住の外国人と日本人とがお互いに国際交流を通 して、友好を深める

ことを目的とした非営利団体。カリフォルニア州に 12年在住 し、

帰国後 1998年 に設立し以来会長を務めている。松戸市近郊に住む

世界各国の人々と一緒に歌、朗読、演劇、楽器演奏、ダンスなどを

通して、地域での国際理解や、世代を超えた地域の活性化を目指し

ている。
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【お問合わせ】公益財団法人松戸市国際交流協会 (M:EA)

所在地 :千葉県松戸市小根本7-8  1EL:047-366-7310  HP: http://www.miea.or.ip
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主催  公益財団法人 松戸市国際交流協会
松戸市 経済振興部 文化観光国際課

協力 社会福祉法人 松戸市社会福祉協議会
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■ プロフィール :基調講演・パネルディスカッション

■プロフィール :パネルディスカッション


